
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援者の役割 ②【災害時支援の流れ】 

■健康福祉部健康福祉総務課   ☎（０８５４）４０－１０４１ 

■大東総合センター保健福祉課  ☎（０８５４）４３－６１４２  ■加茂総合センター保健福祉課  ☎（０８５４）４９－８６１２ 

■木次総合センター保健福祉課  ☎（０８５４）４０－１０８３  ■三刀屋総合センター保健福祉課 ☎（０８５４）４５－９５０１ 

■吉田総合センター保健福祉課  ☎（０８５４）７４－０２１５  ■掛合総合センター保健福祉課  ☎（０８５４）６２－００５６ 

 

お問い合わせはお気軽に 

自分と家族の命を守ることが最優先です！ 
まずは自分と家族の身の安全を確保してください。 

自治会・地域自主組織などから情報提供があります。 

避難計画の支援内容に沿って行動してください（避難 

支援開始）。 
 
※必ず自分と家族の安全が確保されてから支援を行
ってください。 

要支援者へ電話や訪問にて安否確認をします。 

避難の必要があれば、要支援者を個別の避難計画
に沿って、避難誘導します。 

避難所では、自治会・地域自主組織担当者、市

職員などが名簿を利用して最終的な安否確認

をし、状況に応じて救護を行います。 

共助 
隣近所が助け合って、 
地域の安全を守る！ 

自助 
自分の命は、 
自分で守る！ 

公助 

市役所・消防・警察など
公的な支援 

誰もが安心して暮らせるまち 

「避難行動要支援者の避難支援制度」とは 

「避難行動要支援者の避難支援制度」とは、障がいがあったり、 

お年寄りのひとり暮らしだったりと、もしものときに自分ひとりでは

避難ができない方（＝要支援者）の命を守るための制度です。 

災害発生時は、要支援者一人ひとりにあわせて作成した個別の避難計画に
沿って、避難支援を行います。 

避難支援を 
する方へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

避難行動要支援者の支援体制 避難支援制度の考え方と用語の定義 

地震や大雨などにより災害が発生したとき、避難行動に支援が必要な方（＝避難行動要支援者）

の命を守ることを目的に、この「避難行動要支援者の避難支援制度」を作りました。災害発生時の

逃げ遅れを防止するため、避難に際しての必要な情報をまとめて「避難行動要支援者名簿」を

作成します。さらに、災害時の避難をより円滑にすることを目的として、避難行動要支援者一人 

ひとりに合わせた避難計画を作成します。これらの作成された名簿・避難計画を、自治会（地域 

自主組織）、民生委員・児童委員、市、消防などで共有し、安全で迅速な避難支援に活用します。 

支援者 

雲南市 

自治会・地域 
自主組織 

関係団体 

情報提供・協力 

協力 

情
報
提
供
・協
力 

活
動
協
力 

避難行動要支援者 

避難行動要支援者とは？ 

高齢者、障がい者、難病患者などで、以下の 

ようなハンディキャップのある方を指します。 
 
■災害時、自分の身の危険を察知できない。 

■避難情報を受け取ることができない。 

■危険を感じても救助者に連絡ができない。 

■自分一人では避難することができない。 

■危険だとわかっても、自分一人では 

対応できない。 

 

・雲南消防本部 ・社会福祉協議会 
・警察 ・民生委員、児童委員 など 

支援の対象となるのは、「避難行動要支援者

（＝自力では避難ができない方）」で、かつ、

避難に際して家族等の支援が得られない、

又は家族等だけの支援では避難できない方

です。 

避難支援者の役割 ①【日常の支援】 

災害時にはどのような連絡手段
をとるか、避難先に持っていく
べきものはないかなど、日ごろ
の会話などで確認をしておいて
ください。 

災害発生時に速やかに対応するためには、普段から避難行動要支援者とコミュニケ
ーションをとることが必要です。できる範囲で日常的に「声かけ」「見守り」「災害時
の対応確認」を行ってください。 

支援の対象者とは 

避難計画について 

避難行動要支援者名簿 

避難行動要支援者名簿は、支援を必要と

する方の情報を記録しておくものです。

この名簿は自治会（地域自主組織）、民生 

委員・児童委員、市、消防などの関係機関

において共有され、いざというときに 

備えます。 

災害発生時に「誰が（支援者）」、「どのよ

うにして（手段）」、「どこへ（避難所）」 

要支援者の避難誘導を行うのかを明記し

たものです。要支援者一人ひとりの状況

にあわせて作成します。 

 

声かけや、普段と違った様子

がないかなどの気配り・目配
りなどを、できる範囲でして
ください。 

避難行動要支援者を支えるのは支援者の方だけではありません。各関係機関が密接に連携を 

取り合い、地域一体となって避難行動要支援者の方の安心・安全な暮らしをサポートします。 

このような仕組みがしっかりと機能するためには、日ごろの話し合い・見守りがとても重要です。

緊急時、スムーズに避難支援にあたれるよう、支援者の方には平常時から避難行動要支援者へ

の配慮・気遣いをしていただけますようご協力をお願いします。 

大規模な災害が発生した場合は、避難支援者

も被災する可能性があります。そのような 

場合は、まず支援者自身とその家族の安全 

確保が最優先であり、「支援活動には義務や 

責任がともなうものではない」ということを

ご理解ください。 

避難支援のあり方 


